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○下関市立美術館の設置等に関する条例  

平成１７年２月１３日  

条例第１２０号  

改正 平成２０年３月２８日条例第５号  

平成２４年３月２７日条例第２３号  

平成２５年１２月２５日条例第１４１号  

平成３１年３月２７日条例第５６号  

（設置）  

第１条 市民の教育、学術及び文化の向上に資するため、博物館法（昭和２６

年法律第２８５号。以下「法」という。）第１８条の規定に基づき、次のと

おり美術館を設置する。  

名称  位置  

下関市立美術館  下関市長府黒門東町１番１号  

（休館日）  

第２条 美術館の休館日は、次に掲げるとおりとする。ただし、下関市教育委

員会（以下「委員会」という。）は、必要があると認めるときは、休館日以

外の日に臨時に休館し、又は休館日に臨時に開館することができる。  

(1) 月曜日  

(2) １月１日から同月４日まで及び１２月２８日から同月３１日まで  

（開館時間等）  

第３条 美術館の開館時間は、午前９時３０分から午後５時までとする。ただ

し、入館は、午後４時３０分までとする。  

２ 委員会は、必要があると認めるときは、前項に規定する開館時間を変更す

ることができる。  

（観覧料）  

第４条 美術館が展示する美術作品その他美術に関する資料（以下「美術作品」

という。）を観覧しようとする者は、別表第１に定める観覧料を納付しなけ

ればならない。  
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（特別観覧料）  

第５条 美術館に展示し、又は保管している美術作品について、学術研究等の

ため熟覧、模写、模造、撮影等をしようとする者は、委員会の許可を受けな

ければならない。  

２ 前項の許可を受けた者は、別表第２に定める特別観覧料を納付しなければ

ならない。  

（施設の使用）  

第６条 委員会は、美術館の設置目的を達成するために必要があると認める場

合は、その運営に支障のない範囲で、次に掲げる施設の使用を許可すること

ができる。  

(1) １階の展示室  

(2) 講堂  

(3) 光庭（原則として１階の展示室に付随して使用するときに限る。）  

(4) 造形室  

(5) 窯場（原則として造形室で作成した作品の焼成を目的として使用すると

きに限る。）  

２ 前項の規定による許可（以下「使用許可」という。）を受けようとする者

は、教育委員会規則の定めるところにより、委員会に申請しなければならな

い。  

３ 委員会は、使用許可に条件を付すことができる。  

４ 使用許可により窯場に入場することができる時間は、午前９時３０分から

午後５時までとする。ただし、委員会が特別の理由があると認めた場合は、

この限りでない。  

５ 使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、別表第３に定める使

用料を納付しなければならない。  

（観覧料等の減免）  

第７条 市長は、特別の理由があると認めるときは、第４条の観覧料、第５条

第２項の特別観覧料又は前条第５項の使用料（以下「観覧料等」という。）
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を減免することができる。  

（観覧料等の不還付）  

第８条 既納の観覧料等は、還付しない。ただし、市長が特別の理由があると

認めたときは、この限りでない。  

（入館及び使用の制限）  

第９条 委員会は、美術館の入館者（入館しようとする者を含む。以下同じ。）

が次の各号のいずれかに該当すると認めるとき、又は美術館の管理上支障が

あると認めるときは、美術館の入館若しくは美術作品の観覧を拒み、又は美

術館からの退館を命ずることができる。  

(1) 公益を害し、又は害するおそれのあるとき。  

(2) 美術館の建物、施設、設備又は美術作品を損傷し、又は損傷するおそれ

のあるとき。  

(3) この条例若しくはこの条例に基づく規則に違反し、又は違反するおそれ

のあるとき。  

２ 委員会は、使用許可を受けようとする者若しくは使用者又は使用許可に係

る施設の利用者が、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、使用許

可をせず、又は使用許可を取り消し、当該施設の使用を停止させ、若しくは

使用許可に付した条件を変更すること（次項において「使用許可の取消し等」

という。）ができる。  

(1) 前項各号のいずれかに該当すると認めるとき。  

(2) 営利を目的とするとき。  

３ 市は、使用許可の取消し等によって使用者に損害が生ずることがあっても、

その賠償の責めを負わない。  

（損害賠償）  

第１０条 入館者又は使用者は、その責めに帰すべき理由により、美術館の展

示品、美術資料、施設、設備等を損傷し、滅失し、又は汚損した場合は、市

長の定める損害の額を賠償しなければならない。  

（美術館協議会）  
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第１１条 法第２０条の規定により、美術館に下関市立美術館協議会（以下「協

議会」という。）を置く。  

２ 協議会は、委員１０人以内をもって組織する。  

３ 協議会の委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資す

る活動を行う者並びに学識経験のある者のうちから委員会が委嘱する。  

４ 協議会の委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任

者の残任期間とする。  

５ 協議会の組織及び運営に関して必要な事項は、委員会が定める。  

（委任）  

第１２条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、

委員会が定める。  

附 則  

（施行期日）  

１ この条例は、公布の日から施行する。  

（経過措置）  

２ この条例の施行の日前に、下関市立美術館の設置等に関する条例（昭和 ５

８年下関市条例第１３号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、

この条例の相当規定によりなされたものとみなす。  

附 則（平成２０年３月２８日条例第５号）  

この条例は、公布の日から施行する。  

附 則（平成２４年３月２７日条例第２３号）  

この条例は、平成２４年４月１日から施行する。  

附 則（平成２５年１２月２５日条例第１４１号）  

この条例は、平成２６年４月１日から施行する。  

附 則（平成３１年３月２７日条例第５６号）  

（施行期日）  

１ この条例は、平成３１年１０月１日から施行する。  

（準備行為）  
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２ 光庭、造形室及び窯場の使用に関し必要な手続その他の行為は、この条例

の施行前においても行うことができる。  

別表第１（第４条関係）  

観覧料  

区分  １人１回につき  

一般  大学生等  

所蔵品展示観覧料   円  円  

個人  ２１０  １００  

団体（２０人以上） １６０  ８０  

企画展示観覧料  ２，０００円以内で市長が定める額  

備考  

１ 所蔵品展示観覧料とは、美術館が通常展示する所蔵美術作品の観覧料

をいう。  

２ 企画展示観覧料とは、美術館が特別に企画し、展示する美術作品の観

覧料をいう。  

３ 一般とは、１９歳以上の者（高等学校、中等教育学校、大学、高等専

門学校及び特別支援学校の生徒及び学生を除く。）をいう。  

４ 大学生等とは、１９歳以上の者で高等専門学校及び大学の学生並びに

これに準ずる者をいう。  

別表第２（第５条関係）  

特別観覧料  

区分  １点につき  

熟覧  １日 ２１０円  

模写、模造等  １日 １，０４０円  

撮影

等  

モノクローム  学術研究を目的とする場合  １回 １５０円  

出版等収益を伴う場合  １回 １，５７０円  

カラー  学術研究を目的とする場合  １回 ３１０円  

出版等収益を伴う場合  １回 ３，１７０円  
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備考  

１ 撮影等は、美術館が撮影した美術作品の写真貸与による掲載又は映像

制作も含む。  

２ 屏風は、一双以内を１点とする。  

３ 一そろいをなす巻子は、一そろい以内を１点とする。  

４ 対幅は、対幅以内を１点とする。  

５ 普通個別の美術品は、各個を１点とする。  

別表第３（第６条関係）  

１ 施設使用料（窯場使用料を除く。）  

区分  午前９時３０分

から正午まで  

午後１時から午

後５時まで  

午前９時３０分

から午後５時ま

で  

 円  円  円  

展示室  ２，４６０  ５，０７０  ７，５５０  

講堂  １，８４０  ３，７１０  ５，６９０  

光庭  壁面及び床面を使用

する場合  

２，０００  ３，２００  ５，２００  

壁面を使用する場合  １，０００  １，６００  ２，６００  

床面を使用する場合  １，０００  １，６００  ２，６００  

造形室  ７５０  １，２００  １，９５０  

備考 展示室の使用者は、光庭の展示室側の壁面を使用することができる。

この場合において、当該壁面の使用料は、無料とする。  

２ 窯場使用料  

区分  使用料  

窯場  １回（８日以内） ４，５００円  

備考  

１ 陶芸窯の使用は、窯場の１回の使用につき１回とする。  

２ 陶芸窯を使用する場合は、別に実費を徴収する。  
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